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 ４月 20日より起きた伊豆半島東方沖の群発地震の最大地震（M5.2）が 5月 3日に発生した。5月

～7月の主な活動を以下に示す。（第 1図，第 2図） 

ａ）静岡県中部の活動 

静岡市付近で 5月 7日から 8日にM3以上の地震が３個発生している。深さはいずれも 28km前

後でスラブの上面付近の地震である。最大地震は 5月 7日 12h28mのM4.5で深さ 29kmの地震で

ある。この地震のメカニズム解は南北圧縮軸の逆断層である。 

ｂ）房総半島、及び周辺の地震 

１．房総半島の南端，館山の南東約 7kmの場所で，5月 16日から 21日に，深さ 70～75km位の地

震が発生した。6月末までに 65個の地震が観測された。本震は 5月 16日 3h45mのM5.4で深さ

72.6kmの地震であった。M4以上の余震が 6個観測された。これらの地震は太平洋プレート上

面付近の地震と思われるが，Ｐ波初動より決められたメカニズム解は，ほぼ南北の圧縮軸を持

つ逆断層であった。(第 5図) 

２．房総半島の東，九十九里沖で 5 月に 2 個の M4 以上の地震があった。5 月 22 日 15h23m の

M4.0（深さ 31.5km）と 5月 30日 15h28mのM4.7（深さ 29.0km）の地震で，5月 30日の地震

は北東ー南西伸張軸の正断層である。 

３．房総半島東沖で 6月 14日 22h17m に M5.8の地震（深さ 50.3km）が発生した。6，7月中に

34個の地震が観測された。この地震は東西圧縮軸の正断層で太平洋プレート内の地震と思われ

る。本震が最も深く，余震は 30kmまで浅くなっている。余震の走向は節面の走向と一致する。 

４．房総半島の南端沖で 6月 17日 5時 10分にM5.1，深さ 134kmの深発地震があった。 

ｃ）茨城県南西部の地震活動 

１．6月 8日 08時 02分に M4.5の地震（深さ 49km）が鬼怒川沿いの地震帯で発生した。又 6月

13日 13時 15分に M4.2の地震（深さ 65km）が，6月 24日 23時 52分に M5.4の地震（深さ

68km）が筑波側の地震帯で起きている。この筑波側のメカニズムは東西圧縮軸の逆断層型で

ある。 

２．鬼怒川沿いの地震帯で 7月 12日 19時 14分に M4.0の地震（深さ 48.7km）が，7月 15日 07

時 09分にM4.9の地震（深さ 47.9km）が，7月 17日 17時 09分にM4.3の地震（深さ 51.7km）

が発生している。これらのメカニズムはいずれも北東－南西のｐ軸を持つ逆断層である。フィ

リピン海プレートの上面付近の地震と考えられる。 埼玉県東部で 7 月 22 日 03 時 34 分に

M4.0の地震（深さ 88.3km）が発生している。 

ｄ）千葉県中部の地震 
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千葉県中部で 7月 31日 10時 12分にM4.8の地震（深さ 78.6km)が発生した。 

ｅ）銚子の活動 

銚子付近で 7月 19日にM4.7の地震が発生した（7/19 01h18m ，51.9km M4.7)。メカニズムは東

西圧縮軸の逆断層型である。 

ｆ）長野県白馬村南東の地震活動（第 3図） 

白馬村の南東約 10km，大町市の北東約 20kmの地域で 7月 1日にM5.2の地震が発生した（1998/7/1 

2h22m M5.2，10.8km) 。 ほぼ 7月 1日に集中して起きており，約 40個の余震が観測された。Ｐ

波初動より決められたメカニズム解は北北西ー南南東圧縮軸の逆断層である。6月 18日～20日に

は西側の青木湖付近で，小群発地震があった。この付近では 1986年 12月 30日に M5.9の地震が

発生している。 

ｇ）山梨県南西部の地震活動（第 4図） 

山梨県南西部，富士川観測所周辺で 5 月から 7 月に小群発地震活動があった。観測所の西約 8km

と，北約 10kmの２カ所で発生している。北側は深さが 15km前後で，西側は 15～22kmと深くな

っている。5月に西側が，6月に北側が発生した。北側のM4.0が最大の地震（98/6/3 6h00m M4.0， 

15.1km) で，南北圧縮軸の逆断層である。この地域では 1995年 9月に観測点がテレメーター化し

たため，多くの地震が観測されるようになった。 

ｈ）日光足尾地域の地震活動（第 6図） 

１．日光足尾地域では 1995年から 1996年の日光白根山付近の浅い微動を含む活動が，1997年に

は低下傾向にあったが，1998年の 3月 14日頃より活発になり，５月頃よりさらに活動度が高

くなっている。足尾付近のいくつかのクラスターと，黒沢観測点付近のクラスターがバースト

的に活動している。特に 7月 25，26 日頃の，足尾観測点の西 5km位の位置にあるクラスター

の活動が活発であった。 

２．上記の足尾の活動が一段落した 27 日より日光白根山の南，錫ヶ岳付近で深さ 3km 程度の極

浅い地震が群発している。この活動は 8月にも続いている。 

３．日光足尾地域の北側に隣接している川俣温泉付近を震央とする地震が 6 月 11 日より約 10 個

発生した。最大のＭは M4.1で，深さは 2.9kmと浅い。この場所は通常地震の発生していない

場所である。メカニズムは東西圧縮軸の横ずれ型である。 

４．赤城山付近で 7月 13日から 15日にかけて深さ 5km～6kmの浅い地震が群発した。マグニチ

ュードは１前後で小さい。18個の地震が観測された。 

（萩原弘子） 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図（1998年 5月～1998年７月） 

Fig.1 Hypocenter Distributions in the Kanto-Koshinetu District. (May，1998-July，1998). 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 

－148－ 



 

 

 

第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影） 

Fig.2 Focal mechanism of major events.(lower hemisphere projection). 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 長野県白馬村南東付近の地震活動（1998/6/1～7/31） 

a) 震源分布図 b) 時空間分布 

Fig.3 Seismicity near Hakuba，Nagano pref. (1998/6/1～7/31) 

a)Hypocenter distribution. b)Time-Space distribution. 
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第 4図 山梨県南西部の地震活動（1998/5/1～1998/7/31） 

a) 震源分布図 b) 時空間分布（1994/1/11～998/7/31） 

Fig.4 Seismic activities of the southwestern part in Yamanashi pref. 

a) Hypocenter distribution. b) Time-Space distribution（1994/1/11～998/7/31）. 
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第 5図 房総半島南端付近の地震活動（1998/5/1～6/30） 

a) 震源分布図 b) 時空間分布 

Fig.5 Seismic activities around the southern end of the Boso Peninsula 

a) Hypocenter distribution. b) Time-Space distribution. 
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第 6図 日光・足尾地域の地震活動 （1998/5～1998/7） 

a) 震源分布図 

Fig.6 Seismic activities in the Nikkou-Ashｉo area（1998/5～1998/7）. 

a) Hypocenter distribution. 
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第 6図 つづき b) 時空間分布 c) 日別頻度分布 

Fig.6 (continued) b) Time-Space distribution. c) Daily earthquakes frequency. 
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第 6図 つづき d)日光地域で観測された低周波地震 

Fig.6 (continued) d) Low frequency earthquakes observed at Nikkou area. 
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